
  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

   配当予想については期末は未定としております。  
  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

   各期末時為替レートにより為替差益又は為替差損となる可能性があり、現段階におきましてこの為替動向を予想す
ることは困難であるため、平成23年３月期の業績予想におきましては、為替差損益を加味しておりません。 
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  2,699  7.8  154  3.7  △240  －  △164  －

22年３月期第１四半期  2,504  △9.6  148  1.2  334  △47.7  222  △31.9

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △3,272  84  －      

22年３月期第１四半期  4,433  21  4,414  59

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  11,720  4,504  38.4  89,386  59

22年３月期  11,611  4,721  40.7  93,904  11

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 4,504百万円 22年３月期 4,721百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －     1,100 00  1,100  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －     －       －      

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  5,491  12.3  158  △2.5  138  10.8  79  △6.6  1,568  50

通期  11,984  9.5  670  12.4  620  22.5  354  51.2  7,035  98



  

４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ.３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しており、８月４日付で

四半期報告書を受領しております。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  平成22年５月13日発表の業績予想を修正しておりません。上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在で入手

可能な情報に基づき作成したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業績の変化に

より、上記予想数値と異なる可能性があります。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 50,396株 22年３月期 50,276株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ －株 22年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 50,330株 22年３月期１Ｑ 50,256株



当社が取扱う商品の約99％は海外から直接輸入しており、輸入決済（ユーロが約80％・ＵＳドルが約20％）に係る 

為替変動リスクを回避するため、長期為替予約（クーポンスワップ）を利用して為替リスクのヘッジを継続的に行っ 

ております。 

  為替予約のメリットは、あらかじめ約定日に定めた為替レートで支払金額を円で確定させることができます。ま 

た、長期為替予約（クーポンスワップ）には、約定日の実際の為替レートに比べ、有利なレートで外貨を購入するこ 

とができます。 

  一方、為替予約のデメリットは、約定後の為替変動により、約定日に確定した為替レートが実際のレートよりも不 

利な場合には、外貨使用時点において、損失を計上することとなります。 

  長期為替予約（クーポンスワップ）の契約残高は、金融商品会計基準に基づき、四半期末日・期末日毎に当日の為 

替レートにより時価評価額を算出し、その時価評価額と前期末日の時価評価額との差額を営業外損益に計上すること 

になっております。 

  為替予約残高の時価とは、為替予約の残存期間の利息、金利、手数料等を加味し、その金融商品を解約又は一括売 

却するときに受取ることができると予想される現金価格の現在価値であるとされています。つまり、その時点で解約 

又は一括売却することを想定したものが時価評価額となります。 

  ただし、当社は、解約又は一括売却することは現段階では考えておりません。 

  長期為替予約（クーポンスワップ）の時価評価損益は、各期末日以降の契約残高を会計基準により、時価評価を行 

うことは上述のとおりですが、時価評価損益としての金銭の動きはないため、評価時点におきましては、キャッシ 

ュ・フローへの影響はありません。 

  また、当期末日まで現在の為替相場で推移いたしますと、長期為替予約（クーポンスワップ） による時価評価は損

失となることにより、営業外費用は増加いたしますが、一方仕入原価は円高を受けて低減傾向となるため、売上総利 

益及び営業利益についてはメリットを享受することになります。 

  

当四半期累計期間の損益計算書を、為替時価評価による為替差損を除外した場合をご参考までに表記します。  

  

                      （単位：百万円） 

（ご参考事項）

 売上高          2,699

 売上総利益          1,215

 営業利益           154

 経常利益            30

 税引前四半期純利益                     20
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期会計期間における国内経済は、アジア諸国、特に中国を中心とする新興国の成長等により立ち直

りの兆しが見え出したものの、欧州の財政危機並びに不安定な米国経済の影響から円高が加速したことにより、

さらに先行き不透明感は増しつつ、景気二番底の懸念も残る状況にあります。 

当業界におきましても、依然として個人消費者の生活防衛意識の強まり、少子高齢化、若年層の飲酒離れなど

により厳しい状況にあります。 

このような状況の中で、当社は、高価格帯の商品需要の鈍化を察知し、低価格帯の商品を充実させることによ

り、販売価格の低下傾向は受けつつも、販売本数は前期に引続き依然増加しております。 

売上高は2,699百万円（前年同四半期比7.8％増）、営業利益は154百万円（前年同四半期比3.7％増）となりま

した。売上高は、エクスクルーシブ商品の販売本数の増加による増収となりました。 

営業利益は、売上高の増加並びに円高による原価率低下に伴う売上総利益が改善し、販売費及び一般管理費の

増加分を吸収した結果、前年同四半期に対し3.7％の増益となりました。 

経常損失は240百万円（前年同四半期は、経常利益334百万円）となりました。この要因は、前期末日と当第1

四半期末日の為替予約時価評価洗替えによる為替差損271百万円及び決済等の為替差損118百万円による為替差損

389百万円を計上したことによります。 

為替予約時価評価の評価損は、年初来から続く為替の急激な変動によりますが、当該時価評価の確定は当事業

年度末である平成23年3月31日付為替レートとなります。当社は、当第1四半期における為替時価評価もさること

ながら、当事業年度末の為替予約時価評価が、重要であると認識しております。 

以上の結果、当第1四半期純損失は164百万円（前年同四半期は、四半期純利益222百万円）となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①ショップ 

  売上高は1,478百万円となりました。当第１四半期における新規出店はありませんでしたが、前期第２四半期

以降に出店した店舗を含め、順調に売上高を確保することができました。 

②卸し営業 

  売上高は857百万円となりました。主たる販売商品は、依然低価格帯が主体となっておりますが、既存取引先

との取引拡充及び新規取引先を開拓することにより、販売本数の増加に伴い確保することができました。 

③通販 

売上高は363百万円となりました。国内プリムール売上は毎年第１四半期に集中する傾向にあり、前年同四半

期プリムール（2006年ヴィンテージ）売上159百万円に対し当第１四半期（2007年ヴィンテージ）のプリムール

売上は78百万円と81百万円減少しておりますが、当該プリムール売上の減少額は、年初売上計画には既に見込ん

でおります。一方、通常売上は、インターネットによる自社及び他社サイトを利用したウェブ・サイト販売が順

調に推移しました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

 ①財政状態の分析  

 （資産の部）  

  当第１四半期末の資産は、前事業年度末に比べ108百万円増加し、11,720百万円となりました。  

 商品293百万円の増加、未着商品132百万円の増加、繰延税金資産90百万円の増加、関係会社株式131百万円の

増加等があった一方、現金及び預金332百万円の減少、前渡金158百万円の減少等があったことによるもので

す。 

  

  （負債の部） 

  当第１四半期末の負債は、前事業年度末に比べ325百万円増加し、7,215百万円となりました。  

 買掛金554百万円の増加、未払費用100百万円の増加、為替予約268百万円の増加等があった一方、１年内返済

予定の長期借入金64百万円の減少、未払金51百万円の減少、設備関係未払金41百万円の減少、未払消費税等80

百万円の減少、前受金77百万円の減少、賞与引当金49百万円の減少、長期借入金207百万円の減少等があったこ

とによるものです。 

  

（純資産の部） 

 当第１四半期末の純資産は、前事業年度末に比べ216百万円減少し、4,504百万円となりました。四半期純損

失164百万円計上、配当金の支払55百万円があったことによるものです。 

  

１．当四半期決算の業績等に関する定性的情報



②キャッシュ・フローの状況  

  当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末から338百万円減少し、当第１四半期会

計期間末は2,512百万円となりました。  

 当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、320百万円の収入（前年同四半期は165百万円の収入）となりました。

 これは主に、仕入債務の増加額957百万円（前年同四半期は146百万円増加）、減価償却費31百万円の計上（前

年同四半期は31百万円の計上）があった一方、たな卸資産の増加額428百万円（前年同四半期は276百万円増

加）、税引前四半期純損失250百万円の計上（前年同四半期は四半期純利益334百万円の計上）があったことによ

るものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、252百万円の支出（前年同四半期は79百万円の支出）となりました。 

 これは主に、関係会社株式の取得による支出131百万円（前年同四半期13百万円の支出）、定期預金の預入に

よる支出127百万円(前年同四半期は135百万円の支出）があったことによるものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、356百万円の支出（前年同四半期は144百万円の支出）となりました。

 これは主に、長期借入金の返済による支出272百万円（前年同四半期は262百万円の支出）、配当金の支払額44

百万円（前年同四半期は39百万円の支払）、社債の償還による支出40百万円（前年同四半期は140百万円の支

出）があったことによるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成22年５月13日公表の業績予想

から変更はありません。 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

  当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。 

    これにより、営業利益は426千円減少し、経常損失は426千円増加し、税引前四半期純損失は10,283千円増加し

ております。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,859,550 3,192,058

売掛金 992,492 974,478

商品 2,885,831 2,592,145

未着商品 852,677 719,902

貯蔵品 23,432 21,435

前渡金 1,664,977 1,823,699

繰延税金資産 168,641 77,771

未収還付法人税等 5,798 5,617

その他 51,719 128,535

貸倒引当金 △3,995 △3,995

流動資産合計 9,501,126 9,531,649

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 862,935 860,619

構築物（純額） 1,678 1,732

工具、器具及び備品（純額） 94,902 99,009

土地 765,025 754,353

建設仮勘定 840 300

有形固定資産合計 1,725,381 1,716,015

無形固定資産 33,408 34,272

投資その他の資産   

投資有価証券 35,000 35,000

破産更生債権等 6,343 6,343

関係会社株式 162,810 30,930

敷金及び保証金 215,960 204,704

出資金 10 10

その他 46,948 59,184

貸倒引当金 △6,343 △6,343

投資その他の資産合計 460,729 329,828

固定資産合計 2,219,519 2,080,116

資産合計 11,720,646 11,611,766



（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

輸入支払手形 59,816 37,128

買掛金 1,283,002 728,322

1年内返済予定の長期借入金 1,010,100 1,075,000

1年内償還予定の社債 80,000 80,000

未払金 234,172 285,587

設備関係未払金 － 41,724

未払費用 181,634 81,529

未払法人税等 9,258 36,839

未払消費税等 20,061 100,442

前受金 225,239 303,170

為替予約 969,629 701,324

賞与引当金 30,202 79,891

ポイント引当金 23,892 24,003

その他 28,884 20,158

流動負債合計 4,155,895 3,595,122

固定負債   

社債 60,000 100,000

長期借入金 2,625,000 2,832,500

退職給付引当金 146,010 139,227

役員退職慰労引当金 182,919 177,096

その他 46,094 46,696

固定負債合計 3,060,024 3,295,521

負債合計 7,215,919 6,890,643

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,646,518 1,645,468

資本剰余金 1,636,518 1,635,468

利益剰余金 1,224,352 1,444,378

株主資本合計 4,507,389 4,725,315

評価・換算差額等   

繰延ヘッジ損益 △2,663 △4,192

評価・換算差額等合計 △2,663 △4,192

純資産合計 4,504,726 4,721,122

負債純資産合計 11,720,646 11,611,766



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,504,669 2,699,276

売上原価 1,438,082 1,483,666

売上総利益 1,066,587 1,215,609

販売費及び一般管理費 918,113 1,061,600

営業利益 148,473 154,008

営業外収益   

受取利息 526 331

為替差益 207,560 －

受取家賃 － 6,265

受取手数料 － 4,698

その他 4,257 1,373

営業外収益合計 212,343 12,669

営業外費用   

支払利息 19,540 17,048

社債利息 2,772 325

為替差損 － 389,531

その他 3,859 586

営業外費用合計 26,173 407,492

経常利益又は経常損失（△） 334,644 △240,813

特別損失   

固定資産除却損 321 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,857

特別損失合計 321 9,857

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 334,323 △250,670

法人税、住民税及び事業税 5,090 5,970

法人税等調整額 106,437 △91,918

法人税等合計 111,528 △85,948

四半期純利益又は四半期純損失（△） 222,795 △164,722



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

334,323 △250,670

減価償却費 31,642 31,827

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,364 6,782

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,786 5,823

賞与引当金の増減額（△は減少） △62,200 △49,689

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,369 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） 11 △110

受取利息 △526 △331

支払利息 19,540 17,048

為替差損益（△は益） △11,046 50,870

社債利息 2,772 325

固定資産除却損 321 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,857

デリバティブ評価損益（△は益） △48 －

売上債権の増減額（△は増加） △164,511 △95,944

たな卸資産の増減額（△は増加） △276,002 △428,456

仕入債務の増減額（△は減少） 146,322 957,206

未払金の増減額（△は減少） 213 7,954

未払費用の増減額（△は減少） 98,870 100,607

未払消費税等の増減額（△は減少） 18,917 △80,381

その他 51,508 76,014

小計 196,889 358,733

利息の受取額 526 331

利息の支払額 △21,163 △17,322

法人税等の支払額 △10,317 △21,463

営業活動によるキャッシュ・フロー 165,935 320,279

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △135,003 △127,204

定期預金の払戻による収入 114,481 120,803

有形固定資産の取得による支出 △39,479 △70,489

無形固定資産の取得による支出 △4,689 △7,300

関係会社株式の取得による支出 △13,050 △131,880

敷金及び保証金の差入による支出 △1,678 △13,674

敷金及び保証金の回収による収入 198 9

その他 △10 △22,995

投資活動によるキャッシュ・フロー △79,231 △252,731



（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △262,400 △272,400

社債の償還による支出 △140,000 △40,000

割賦債務の返済による支出 △1,084 －

株式の発行による収入 － 2,100

配当金の支払額 △39,107 △44,797

その他 △1,966 △981

財務活動によるキャッシュ・フロー △144,559 △356,078

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,046 △50,377

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △46,808 △338,909

現金及び現金同等物の期首残高 2,849,241 2,851,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,802,433 2,512,945



 該当事項はありません。   

  

 該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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